
令和２年７⽉豪⾬の概要

資料４

令和２年８月２１日
令和元年台風第19号等を踏まえた避難情報及び広域避難等に関する

サブワーキンググループ
（第３回）

内閣府（防災担当）



令和2年7月豪雨における予想雨量と解析雨量の比較

7/3⼣⽅時点の予想⾬量

7⽉3⽇18時から4⽇18時までの
24時間降⽔量（多いところ）
⼤分県 120ミリ
熊本県 200ミリ
⿅児島県 250ミリ
宮崎県 250ミリ

解析⾬量（4⽇ 18時までの24時間積算降⽔量：各県の最⼤値）
⼤分県 約110ミリ（佐伯市）熊本県 約700ミリ（芦北町）
⿅児島県 約600ミリ（伊佐市）宮崎県 約500ミリ（⼩林市、⻄⽶良村）

■令和２年７⽉豪⾬では、梅⾬前線が⻑期間同じような場所に停滞し、暖かく湿った空気が流れ込み続けたため、広い範囲
で⼤⾬となった。

■特に７⽉４⽇は、予測が難しい線状降⽔帯が未明から朝にかけて熊本県南部を中⼼に停滞し、予想を⼤きく超える⼤⾬と
なった。断続的に猛烈な⾬がもたらされ、4⽇4時50分に熊本県、⿅児島県の2県に⼤⾬特別警報が発表された。

＜参考＞熊本県芦北町において発表された防災気象情報（令和２年７⽉３〜４⽇）

⼤⾬注意報※

（警戒レベル3相当）
7⽉3⽇11時28分

⼟砂災害警戒情報
（警戒レベル4相当）
7⽉3⽇22時40分

⼤⾬警報（⼟砂災害）
（警戒レベル3相当）
7⽉3⽇20時49分

早期注意情報
（警報級の可能性）
（警戒レベル1）
7⽉3⽇05時00分

⼤⾬特別警報（⼟砂災害・浸⽔害）
（警戒レベル5相当）
7⽉4⽇04時50分

03:00
7⽉3⽇

06:0003:0006:00 09:00 12:00 15:00 18:00 21:00 00:00
7⽉4⽇

※ 7⽉3⽇夜遅くから警報級の⼤⾬になることを予告する注意報として発表＜警戒レベル３相当＞
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人吉（気象）雨量観測所

神瀬雨量観測所

○球磨川流域では、多くの⾬量観測所において、戦後最⼤の洪⽔被害をもたらしたS40.7洪⽔やS57.7
洪⽔を上回る⾬量を観測し、複数の⾬量観測所において、観測史上最多⾬量を観測しています。

久連子雨量観測所

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

(mm)

(mm)(mm)

雨量の状況（球磨川流域）

出典：国土交通省九州地方整備局 令和2年7月豪雨の概要と対応（第2報）令和2年7月10日 2



水位の状況（球磨川：人吉水位観測所）

3国土交通省九州地方整備局 令和2年7月豪雨の概要と対応（第2報）を内閣府で加工

球磨川（⼈吉⽔位観測所の年最⾼⽔位⽐較図）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



し な の ち く ま

ピーク⽔位13⽇4時
12.44m

L58km越⽔確認
（10⽉13⽇ 0:55）

【２０１９／１０／１２】 【２０１９／１０／１３】

令和元年台風第19号による千曲川の水位状況との比較

球磨川
人吉水位観測所（L62k）

：決壊箇所L55.0k、R56.4k

千曲川
立ヶ花水観測所（R51k）

：主な決壊箇所L57.5k

水防団待機水位から
計画高水位まで
約４時間（約２m上昇）

水防団待機水位から
計画高水位まで
約７時間（約７m上昇）

4

計画高水位から
約４時間で
約３．２mの水位上昇

計画高水位から
約３時間で
約１．７mの水位上昇

国土交通省資料を元に内閣府で加工



水位の状況（球磨川：渡水位観測所）

5国土交通省九州地方整備局 令和2年7月豪雨の概要と対応（第2報）を内閣府で加工

球磨川（渡⽔位観測所の年最⾼⽔位⽐較図）

(mm/h)(m)

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
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（m）

昭和５７年７月２５日 ８：００

既往最高水位 １１．００ｍ

７月４日 ７：３０

水位 １２．８８ｍ

氾濫危険水位 ８．７０ｍ



水位の状況（球磨川：萩原水位観測所）

6国土交通省九州地方整備局 令和2年7月豪雨の概要と対応（第2報）を内閣府で加工

球磨川（萩原⽔位観測所の年最⾼⽔位⽐較図）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
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深水橋流出(13k300付近)

越水(右岸59k200付近)
70

70

溢水(右岸64k800付近)

人吉市

五木村

相良村

球磨村

芦北町

山江村

多良木町

錦町

あさぎり町

湯前町

水上村

八代市

溢水(左岸17k800付近)

溢水(右岸16k400付近)

溢水(左岸24k400付近)

溢水(左岸38k200付近)

越水(右岸53k400付近)

溢水(左岸41k000付近)

溢水(左岸41k850付近)

溢水(左岸45k650付近)

越水(右岸61k380付近)

80

80

堤防決壊(左岸55k000付近)

西瀬橋流出(59k600付近)

球磨川第一橋梁流出(24k300付近)

鎌瀬橋梁流出(25k200付近)

天狗橋梁流出(56k000付近)

沖鶴橋梁流出(54k600付近)

相良橋梁流出(52k800付近)

球磨川第四橋梁流出(66k200付近)

○球磨川水系球磨川（国管理）において、2箇所にて堤防決壊、3箇所にて越水、8箇所にて溢水し、浸水被害
が発生していることを確認。また、橋梁１3橋が流出（ヘリ調査等で確認できたもの）。詳細は現在調査中。

※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります。

7月８日１７：00時点

大瀬橋梁流出(41k000付近)

神瀬橋梁流出(37k300付近)

球磨川第二橋梁流出(52k500付近)

坂本橋流出(16k900付近)

松本橋梁流出(43k000付近)

2020.7.4 16時00分頃

2020.07.06 9時00分頃

■被災状況

2020.07.06 24時00分頃

※球磨川本川に架かる道路橋１０橋、鉄道橋３橋、
その他支川に架かる道路橋４橋の計１７橋の流出が確認されている。

球磨川水系（熊本県）における浸水状況

堤防決壊

万江川→

人吉市街部

深水橋流出前 深水橋流出後

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

堤防決壊(右岸56k400付近)

第２報にて資料追加

渡水位観測所(52k600)

被災の状況（球磨川流域）

人吉水位観測所

渡水位観測所

萩原水位観測所

出典：国土交通省九州地方整備局 令和2年7月豪雨の概要と対応（第2報）で内閣府で加工 7



避難情報 防災気象情報

7⽉3⽇ 21時00分
21:39【警戒レベル３相当情報】⼤⾬警報
21:50【警戒レベル４相当情報】⼟砂災害警戒情報

22時00分 22:52【警戒レベル３相当情報】⼤⾬・洪⽔警報

23時00分
23:00【警戒レベル４】避難勧告
（⽮岳町、東間校区、⼤畑校区）⼟砂災害警戒のため

7⽉4⽇ 0時00分

1時00分

2時00分

3時00分
3:10【警戒レベル3相当情報】 氾濫警戒情報
3:35【警戒レベル４相当情報】氾濫危険情報

4時00分
4:00【警戒レベル４】避難勧告（全域）
洪⽔警戒のため

4:50【 警戒レベル５相当情報】⼤⾬特別警報

5時00分
5:15【警戒レベル４】避難指⽰（緊急）（全域）
洪⽔・⼟砂災害警戒のため

5:55【警戒レベル５相当情報】氾濫発⽣情報

8

避難情報の発令状況（人吉市）

情報伝達⼿段
・防災無線 ・エリアメール ・登録型メール ・ホームページ ・フェイスブック ・町内会⻑へ直接連絡
・消防団積載⾞による広報巡回



避難情報 防災気象情報

7⽉3⽇ 17時00分
17:00 【警戒レベル３】避難準備・⾼齢者等避難開始（全域）
洪⽔・⼟砂災害警戒のため

18時00分

19時00分

20時00分

21時00分 21:39【警戒レベル３相当情報】⼤⾬警報

22時00分
22:20【警戒レベル４】 避難勧告（全域）
⼟砂災害警戒のため

22:20【警戒レベル４相当情報】⼟砂災害警戒情報
22:52【警戒レベル３相当情報】⼤⾬・洪⽔警報

23時00分

7⽉4⽇ 0時00分

1時00分

2時00分

3時00分
3:30 【警戒レベル４】避難指⽰（緊急）（全域）
洪⽔・⼟砂災害警戒のため

3:10【警戒レベル３相当情報】 氾濫警戒情報
3:35【警戒レベル４相当情報】氾濫危険情報

4時00分 4:50【警戒レベル５相当情報】⼤⾬特別警報

5時00分 5:55【警戒レベル５相当情報】 氾濫発⽣情報

⼤⾬警報の発表⾒込み※が
夜間であったため

⽔位⾬量データから間もなく氾
濫危険情報が発表されると考え
たため

※気象台から情報提供 9

避難情報の発令状況（球磨村）

情報伝達⼿段
・防災無線 ・防災無線個別受信機（全世帯） ・エリアメール ・ホームページ ・ＬＩＮＥ ・フェイスブック



土砂災害

14名
18%

その他1名1%（※）
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熊本県 福岡県 長崎県 大分県 鹿児島県 愛媛県 広島県 長野県 静岡県

死者数（関連死除く）

（計80名 8/12時点）

65歳以上死者数 65歳未満死者数

①令和2年7月豪雨による死者は80名（8月12日現在、災害関連死を除く。）。
②65歳以上の高齢者が約79％（熊本県では、約85％）を占めた。
③約81％の方が水害で亡くなった。

（人）

※【静岡県】
倒木による停電からの電力復旧作業中に死亡

【年代別死者数（80名）】

【災害別死者数（80名）】

①

②

③

令和2年7月豪雨による被害の特徴

※内閣府で報道を元に整理

10名以上 球磨村：25名
人吉市：20名
芦北町：11名

20代
1%

40代
4%

50代
11% 60~64歳

5%

65~69歳
11%

70代
18%

80代
40%

90代
10%

65歳以上
約79％

水害
65名
81%

10



水害
100%

40代
5% 50代

15%

60~64歳
10%

65~69歳
5%

70代
25%

80代
40%

40代
2%
50代
5%

60~64歳
2%

65~69歳
18%

70代
13%80代

42%

90代
18%

①屋内で亡くなられた方が多い。（熊本県での死者65名の内、屋内：45名、屋外：20名）
②屋内でかつ高齢者の割合が高い。

屋
内
（45
名
）

屋
外
（20
名
）

65歳以上の
割合約91％

65歳以上の
割合約70％

・屋外と比べて、
土砂災害による
被災が多い

・屋内に比べ、
水害による
被災が多い

うち車：2名
徒歩：2名
軽トラの荷台:2名

【年代別死者数（45名）】 【災害別死者数（45名）】

・屋内でかつ高齢者の
比率が非常に高い。

・高齢者の
比率が高い。

【年代別死者数（20名）】 【災害別死者数（20名）】

① ②

令和2年7月豪雨による被害の特徴（熊本県のみ）

※内閣府で報道を元に整理

水害

34名
76%

土砂災害

11名
24%

11



40代
3%

50代
8%

60~64
5%

65~69
14%

70代
17%

80代
41%

90代
12%

屋内

45名
69%

屋外

20名
31%

〜10代
5%

20代
2% 30代

2%

40代
5%

50代
9%

60~64歳
11%

65~69歳
18%

70代
23%

80代
17%

90代
6%

100代
2%

死者（代別）

〇令和2年7月豪雨による熊本県での被害は、令和元年台風第19号と比べても、①65歳以上の死者の割合が高い。
②屋内での死者の割合が高い。

令和元年台⾵第19号︓死者84⼈（災害関連死を除く）

令和2年7⽉豪⾬︓死者65⼈

65歳以上
の割合
約65％

65歳以上
の割合
約84％

【年代別】

【年代別】

①

①
屋内

34名
40%屋外

50名
60%

②

【被災場所別死者数（65名）】

【被災場所別死者数（84名）】

②

「令和2年7月豪雨（熊本県のみ）」と「令和元年台風第19号※2」との比較

※内閣府で報道を元に整理

※2 令和元年台風第19号等による災害からの避難に関するワーキンググループ（第１回）資料より 12


